
畑地かんがい現地研修会を開催しました 

 

令和８年９月１８日、「県営畑地帯総合整備事業尾崎北部地区」（古河市）

の実証ほ場において、畑地かんがい現地研修会を開催しました。 

研修会には、霞ヶ浦用水受益農家の方々や県・市町関係機関など６３名の参

加があり、当協議会からは、霞ヶ浦用水の新たな使用方法として、高温対策事

業の概要説明を行い、茨城県県西農林事務所坂東地域農業改良普及センターか

ら高温対策のため細霧冷房を行ったニガウリの栽培実証の経過について報告い

ただきました。 

ほ場のニガウリ生産者の 久保 氏からは、「整備をした尾崎北部地区で

は、長雨でも水がたまって入れないところはほぼ無く、霞用水の蛇口を捻れば

水をいつでも使える様になり便利さを感じている。整備して良かったと思う」

との声をいただきました。 

また、かん水資機材を販売している住化アグリテック（株）、（株）イーエ

スウォーターネット、（株）farmo に協力をいただき、スプリンクラーや散水

チューブを畑総事業により整備された給水栓に接続し、かん水実演を行いまし

た。 

霞ヶ浦用水事業で整備された畑では、用水を使用する事により安定的な定植

や栽培を行う事が出来るとともに、細霧冷房により高温対策を行う事も出来ま

すので、今後とも用水利用の拡大にご理解ご協力をお願いします。   
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